
資料 4 一 Ⅰ 

C 型 肝炎治療関係の 最近の状況 

H13. 11. 21 

H13. 12.  7 

リハビリン製剤の 薬害承認 

インターフェロンは -2b 製剤について、 リハビリン製剤との 併用療法の薬害承認 
リハビリン製剤の 薬価収載 

インターフェロンは -2b 製剤とリハビリン 製剤の併用療法の 保険適用 

H14.  2. 12 

H15   10.  16 

H15   12. 12 

Hl6.  1.  1 

インターフェロン 製剤の投与制限の 撤廃 

ペバインターフェロン a-2a 製剤の薬草承認 

ペバインターフェロンは -2a 製剤の薬価収載、 保険適用 

生体部分 肝 移植の成人への 保険適用の拡大 

H Ⅰ 6.  4.  1 

H16   10. 22 

H16   12.  8 

肝 悪性腫瘍に対するラジオ 波 焼灼療法の保険適用 

ペバインターフェロン㏄ -2b 製剤について、 リハビリン製剤との 併用療法の薬 事 承認 
ペバインターフェロン㏄ -2b 製剤の薬価収載 
ペバインターフェロン㏄ -2b 製剤とリハビリン 製剤の併用療法の 保険適用 



資料 4 一 2 

C 型 肝炎治療のアルゴリズム ( 日本肝臓学会 ) 

本邦で現在可能な C 型慢性肝炎に 対する l FN 初回治療方針 

C 型 慢性肝炎 

AL 丁異常 

Ⅰ 型 2 型 遺伝子型 

Ⅰ 0 w H  i g Ⅱ 

用 治療 (2 4 週 ) 

4. l FN 単独長期治療 

l Ⅰ N/ リバビ リン 併 

l FN 単独長期治療 

(6 5 ～ 7 0 歳迄 ) 

H i g h L o w HCV 量 

@ FN/ リバ ビ 

ン併用治療 

(6 5 ～ 7 0 歳 

迄 ) 
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本邦で現在可能な・ C 型慢性肝炎に 対する l FN 再治療方針 

C 型 慢性肝炎 

A し丁 異常 

Ⅰ 型 2 型 遺伝子型 

Ⅰ o w H i g h H i g h L o w HCV 量 

l Ⅰ N/ リバビ 

リン併用治療 + l FN 単独長期治療 

l Ⅰ N/ リハビリン併用治療 (4 8 週 ) 

[ 出典 ] コンセンサス 2004 「肺疾患・ 治療」 ( アークメディア 社 ) 
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平成 ]6 年度厚生労働科学研究費補助金採択探題一覧 ( 肝炎等克服緊急対策研究事業 ) 
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資料 4 一 4 

厚生科学研究費補助金肝炎等克服緊急対策研究事業 ( 肝炎分野 ) 

平成 1 5 年度 総括研究報告書 

C 型肝炎ウイルスの 感染者に対する 治療の標準化に 関する臨床的研究 

主任研究者 熊田博光 国家公務員共済組合連合会 席の 門 病院 副院長 

表 ]. 初回投与に対する 治療の標準化ガイドライン (2004 年度版 ) 

  
"'-'-@    genotype 

2a 2b Ⅰ b 
。 。 ， 。 ，チ ・   、 、 、 

l0  Meq/lmL 以上 

700@ Kcopy/mL@ 
・イントロン A+ リ パビリン (24 ～ [48] 週間 ) 

・イントロン A+ リバビ リン (24 週間 )  . 正 N 長期 (2 年間 ) 
4000  fmol/L 以上 ・コンセンサス 正 N(24 週間 ) 

・ IFN  (24 ～ 48 週間 ) 
Ⅰ～ l0 Meq/lm Ⅰ ・イントロン A+ リバ ピリン (24 ～ [48U 週間 ) 

・ペバー IFN(48 週間 ) 
Kcopy/mL ・ IFN 長期 (2 年間 ) 

300 ～ 400  ナ rnol/ し 
・コンセンサス IFN(24 ～ [48] 週間 ) 
・ペバー IFN  (48 週間 ) 

 
 
五
則
 

旧
 
Ⅱ
 

週
 
8
 

）
 4
 

～
『
 

苛
 
週
 
が
 4
 
は
 

2
 ～
 
I
F
N
 

8
-
 

I
N
 
（
。
 

F
 ぺ
 
々
 ノ
 

 
 

満
 

 
  

 
M
 
㎝
㎝
 

Ⅰ
 
1
1
 
 

ミ
 
Ⅰ
Ⅰ
 

ド
 

 
 
週
間
 

8
 
4
 
 
 

）
 4
 

間
は
 

週
 

2
4
 I
F
N
 

ュ
 

Ⅵ
 グ
 

F
 
I
 
ぺ
 

 
 

表 2. 再 投与に対する 治療の標準化ガイドライン (2004 年度版 ) 
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700  Kcopy/m@ 以上 
・イントロン A+ リバビ リン 

4000 fmol/L 以上 [48] 週間 ) 

] ～ l0  Meq/ml 
「 00 ～ 700  Kcopy/mL 

、 コンセンサス IFN(48 週間 ) 

300 ～ 4000fmol/ 」 ， 甲 N(48 週間 ) 

l  Meq/m@ 下 
，ペバー 正 N(48 週間 ) 

100  Kcopy/m@ 未満 

300fmol/L 未満 

・イントロン A+ リバビ リン (24 ～ [48] 週間 ) 

・ IFN 長期 (2 年間 ) 

，ペバー IFN(48 週間 ) 

@
 



Wb 型、 高ウィルス量に 対する 

IFN 単独長期療法のガイドライン 
(2004 年度 ) 

インターフェロン 

2  週連日 or 
ヰ HCV-RNA  は 

週 3 回間 歓 投与 RNA(+) アンプリコア 定性検査 

、 "" 。 -,n 鋤 
インターフェロン 

6 週連日 or 間 歓 投与   
インターフェロン インターフェロン インターフェロン 

2 年、 間 歓 投与 2 年、 間 歌 投与 長期、 少量間 歓 投与       

@
 



各種健診等における 肝機能検査 

資料 5 

政管健保 安衛法 老人保健法 

一般健診 健康診断 基本健康診査 

対象者 
3 5 歳以上の被保険者， 
4 0 歳 以上の被扶養配偶者 

労働者 40 歳以上の住民 

GOT       

GPT       

ア一 GPT       

0 ‥・必須項目 

■‥・ 35 歳及び 40 歳以上の者については 必須項目、 それ以外のものについては 医師の判断に 基づき選択 由 りに 
実施する項目 

Ⅹ なお、 政管健保の一般健診、 老人保健法の 基本健康診査については、 肝炎ウイルスに 関する検査にっ 
いては、 肝機能異常の 指摘を受けた 者等に対して 本人の希望により 行われている。 

 
 



C 型 肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 の 概 要 

検診 名 き人保健事業における 肝炎ウイルス 検診 

対象者 0 節目検診 
老人保健事業の 健康診査の対象者のうち、 
40,45,50, 55, 60.65.70 歳の者を対象 
0 節日外検診 
上記以外の老人保健事業の 健康診査の対象 

者のうち， 

①肝機能異常を 指摘されたことのあ る者 
②広範な外科的処置又は 妊娠・分娩時の 多 

呈出血の経験があ るきであ って、 定期的 
に 肝機能検査を 受けていない 者 

③基本健康診査で GP 下値により 要 指導とさ 
れた 者 

  受診機関   次のいずれかの 方法 ・市町村が自ら 公民館等で実施 

政府首 掌 健康保険の生活習慣 痛 予防健診事業 

0 一般健診を受診する 次のいずれかに 該当す 
る者 ( 過去に C 型肝炎ウイルス 検査を受け 

たことがあ るきを除く ) のうち希望者 

① 35 歳以降 5 歳間隔の者 

②広範な外科的処置又は 妊娠・分娩時の 多 
量出血の経験があ る者 

③肝機能異常を 指摘されたことのあ る者 
④一般健診で GPT 値が 36 以上であ った者 

Ⅹ③・④は一般健診の 結果を受けて 実施 

地方社会保険事務局が 契約している 政府管掌 
健康保険生活習慣病予防健診実施機関 

保健所における 特定感染症検査 等 事業 

0 性感染症検査又は H l V 抗体検査を受ける 

きのうち、 同時にウイルス 性肝炎 (B 型、 
C 型 ) 検査を希望する 4 0 歳以上の者 

保健所等 

・市町村が個別に 医療機関等に 委託して実施 

実施主体 市町村 政府管掌健康保険 都道府県、 政令市、 特別区 
費用負担 市町村が個別に 設定 一般健診 6.720 円 肝炎 ウ ィ 似 検査 750 円 無料 

実 績 H ⅡⅡ ,923.480  人 H ト Ⅱ .830,270  人 H ⅡⅡ 32,899 人 Ⅲ 孔 ℡ 0. Ⅱ 6 人 H14: 2 1 都府県、 9 政令市、 2 特別 E 

留意事項 健診申込 害は 、 現行事業主経由であ るが、 今 木事業では C 型肝炎ウイルス 検査単独の実施 

回、 臨時要綱を発出し、 受診希望者が 受診し は補助の対象としていないが、 一般的には 地 

やすいよう直接 ( 財 ) 社会保険健康事業財団 方 公共団体の自主事業として 別途実施 
都道府県支部に 申し込む取扱いとした 

  

  

  

  

  

  

上記のほか、 以下の健康診断等があ る。 

①被保険者及 び 被扶養者を対象に 健康保険組合が 実施する健康診査 ( 問合せ先 : 各健康保険組合 ) 
②労働者を対象に 職域において 実施する健康診断 ( 問合せ先 : 各都道府県労働局 ) 

また、 各医療機関において C 型肝炎ウイルス 検査を実施するところもあ り、 医師の診察により、 肝炎の感染が 疑われる場合には、 医療保険が適用される。 
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